
 

 7.7 文化財 

  １）文化財 

計画路線周辺に埋蔵文化財包蔵地が確認されており、工事の実施（切土工等、トンネ

ル工事又は既存の工作物の除去）により埋蔵文化財への影響が考えられることから、環

境影響評価を実施しました。 

 

  （1）調査 

   ① 調査の手法 

   (a) 調査すべき情報 

    a 文化財の状況 

計画路線及びその周辺における文化財の状況について、調査を実施しました。 

 

    b 埋蔵文化財包蔵地の状況 

計画路線及びその周辺における埋蔵文化財包蔵地の状況について、調査を実施し

ました。 

 

    c 法令等による基準等 

文化財に係る法令等による基準等について、調査を実施しました。 

 

   (b) 調査の基本的な手法 

調査は、既存資料及び関連法令の収集整理により実施しました。 

 

   (c) 調査地域、調査地点 

工事の実施に伴い文化財に損傷等の影響をおよぼすおそれのある地域とし、計画

路線周辺としました。 

 

   (d) 調査期間 

文化財及び埋蔵文化財包蔵地の状況を的確に把握できる時期としました。 
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   ② 調査結果 

   (a) 文化財の状況 

計画路線周辺には「神奈川県文化財保護条例」（昭和 30 年４月１日 条例第 13

号）に基づき県指定天然記念物として指定されている「師岡熊野神社の社叢林」や、

「横浜市文化財保護条例」（昭和 62 年 12 月 25 日 条例第 53 号）に基づき指定さ

れた史跡・文化財等が存在しますが、計画路線上には有形文化財等は存在していま

せん。 

 

   (b) 埋蔵文化財包蔵地の状況 

計画路線周辺の埋蔵文化財包蔵地の状況は、図 7.7.1-1に示すとおりです。この

うち、計画路線は表 7.7.1-1に示す日吉付近の１箇所の埋蔵文化財包蔵地の近傍を

通過します。 

なお、当該包蔵地については戸建て住居、畑等による土地利用が行われており、

計画路線通過部分には、東急電鉄東横線の高架橋が存在しています。 

 

表 7.7.1-1 調査結果（埋蔵文化財包蔵地） 

遺跡 
番号 

所在地 種類 規模(m) 時代･時期 備 考 

港-39 日吉本町一丁目30付近 貝塚 200×100 縄文(前期)･弥生(後期) 
箕輪貝塚､宅地化により大部
分破壊 

 出典：「横浜市文化財地図」（平成 15 年３月 横浜市教育委員会） 

 

   (c) 法令等による基準等 

    a 文化財保護法 

文化財を保存し、かつ、その活用を図り、もって国民の文化的向上に資するとと

もに、世界文化の進歩に貢献することを目的としており、文化財に対する政府及び

地方公共団体の任務、国民、所有者等の心構え等を定めています。周知の埋蔵文化

財包蔵地で土木工事等を行う場合、「文化財保護法」に基づく関係機関等への手続き

が必要となります。 

 

    b 横浜市文化財保護条例 

文化財保護法第 182 条第２項の規定に基づき、横浜市の区域内に存する文化財で

市にとって重要なものについて、その保存及び活用のために必要な措置を講じ、も

って市民の郷土に対する理解を深めるとともに、市民の文化の向上及び発展に資す

ることを目的としており、市民・所有者等の責務、所有者の管理義務、現状変更等

の制限などの規定があります。 

 

7.7.1-2



神-２

神-３

神-４

神-６

神-65
神-66

神-39

神-37

神-38

神-35 神-36

神-28

神-25
神-27 神-26

神-29

神-30

神-40
神-41

神-42

神-34

神-33

神-43

神-44

神-24

神-23

神-22

神-32
神-21

神-18

神-17

神-31

神-16

神-15

神-14
神-13

神-20神-19

神-12

神-11

神-10

神-７

神-８

港-36

港-42

港-44

港-45

港-46

港-47
港-48

港-49

港-52
港-53

港-51

港-126

港-127

港-54
港-50

港-39

H-１

港-37

港-38

港-30

港-31

港-32

港-40

港-41

港-128

港-18

港-20 港-21

港-19

港-22

A-２

港-135

港-133

港-132

港-131
港-130

港-134
港-129

港-75

港-72

港-73

港-74

港-71

港-79

港-63

港-65
港-66

港-67

港-68

港-64

港-60

港-62港-61

港-59港-85

港-69 港-70

港-77

港-76

港-83

港-88

港-80
港-87

港-84

港-82

港-78

港-81港-89

港-90

港-91

港-92

港-95 港-93

港-94

港-96港-97

港-98

港-99

港-100
港-102

港-105
港-101

港-104
港-103

港-106

港-107
港-108

港-109

港-173

港-168

港-174

港-169
B-３

港-136

港-139
港-140

港-138

港-137

C-１

港-141

港-142

港-143

港-144

港-145

港-188
港-187

港-148
港-147

港-146

港-183

港-184
港-185

港-186

港-190

港-189

港-191 港-192

C-３，C-４
E-１

C-５

港-193
港-194

港-195
港-196

港-197

港-198

港-199

港-200

港-201

港-202
港-212

港-211

港-203

港-204

港-205

港-206

港-208

港-181

港-182

港-207

港-210

港-209

港-214

港-215

港-216

港-232

港-237
港-233

港-236

港-244

港-243

港-235

港-234

港-228

港-229

港-231

港-230

港-224

港-225

港-223

港-226

港-227

A-５

港-177

保-2

保-1

保-3
保-4

A-１
B-１

港-121

港-124港-125

港-149 港-150
港-151

港-153

港-152

港-154

港-155

港-157

港-156
港-160

港-166

港-163

港-158

港-159
港-161

港-162

港-164

港-165

港-167

港-110
港-111

港-113

港-114

港-115
港-116

港-117
港-118

港-119

港-120
港-122

港-123

港-112

港-221

港-222

港-171

港-179

港-172

港-180

A-４

A-３
B-２
C-２

神-９

港-175

港-178

港-176

港-170

1：25,000

0 500m 1,000m

凡　例

計画路線

市区境

埋蔵文化財包蔵地

有形文化財等

出典：「横浜市文化財地図」（平成15年3月、横浜市教育委員会）

横　浜　市

横　浜　市

区
　
幸
　

市
　
崎
　
川

地表

区間

地
表
区
間

図7.7.1-1　文化財の状況
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本書に掲載した地図は、測量法第29条に基づく複製承認を得て、国土地理院発行の２万５千分１地形図及び５万分１地形図を複製したもの（平22関複、第277号）を転載したものです。





 

  （2）予測 

   ① 予測の手法 

   (a) 予測の基本的な手法 

工事の実施による文化財への影響について、文化財及び埋蔵文化財包蔵地の位置

と工事計画を重ね合わせ、影響の程度を定性的に予測しました。 

 

   (b) 予測地域、予測地点 

調査地域と同様に、工事の実施に伴い文化財に損傷等の影響をおよぼすおそれの

ある地域とし、計画路線周辺としました。 

 

   (c) 予測対象時期 

文化財に損傷等の影響を及ぼすおそれがある時期とし、文化財及び埋蔵文化財包

蔵地周辺の工事を実施する時期としました。 

 

   ② 予測結果 

計画路線は、表 7.7.1-1及び図 7.7.1-1に示す１箇所の埋蔵文化財包蔵地の近傍を

通過するため、工事の範囲によっては埋蔵文化財に影響を生じさせる可能性があり

ます。 

本事業では文化財の保護・保全のため、工事に先立って関係機関と協議し、必要

に応じて試掘調査を実施します。また、その結果に基づき、関係法令に従って関係

機関と協議を行い、工事の実施前において必要な措置を講じます。 

なお、工事中に文化財等を発見した場合には直ちに届出を行い、「文化財保護法」

に基づき必要な措置を講じます。 

したがって、計画路線周辺の文化財は価値を損ねることなく記録、もしくは保存

されることから、工事の実施による文化財への影響は生じないものと予測します。 

 

 

  （3）環境保全措置の検討 

本事業では、文化財の保護・保全のため、関係機関と十分な協議を行い、工事の実

施前において必要な措置を講じること、また、工事中において文化財等を発見した場

合には直ちに届出を行い、「文化財保護法」に基づき必要な措置を講じることから、工

事の実施による文化財への影響は生じないものと考えます。 

したがって、環境保全措置は講じないものとします。 
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  （4）評 価 

   ① 評価の手法 

工事の実施による文化財への影響の評価は、事業の実施にあたり、文化財の保護

が適切になされるかどうかについて見解を明らかにすることにより評価しました。 

 

   ② 評価結果 

計画路線は埋蔵文化財包蔵地の近傍を通過するため、工事の範囲によっては埋蔵

文化財に影響を生じさせる可能性がありますが、本事業では文化財の保護・保全の

ため、関係機関と十分な協議を行い、工事の実施前において必要な措置を講じます。

また、工事中において文化財等を発見した場合には直ちに届出を行い、「文化財保護

法」に基づき必要な措置を講じます。 

したがって、計画路線周辺の文化財は価値を損ねることなく記録、もしくは保存

されることから、工事の実施による文化財への影響は生じないものと考えます。 

以上のことから、事業の実施にあたり、文化財は適切に保護されるものと評価し

ます。 
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